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高
山
寺
に
蔵
す
る
紙
本
著
色
明
恵
上
人
像
（
国
宝
）
ほ
ど
に
、
澄
ん
だ
画
境
と
こ
だ
わ
り
の
な
い
画
趣
と
を
た
た
え
る
絵
画
は
な
い
。

雄
偉
さ
へ
の
執
著
に
よ
っ
て
仏
格
に
接
近
し
た
平
安
朝
の
肖
像
画
と
、
写
実
へ
の
関
心
に
よ
っ
て
冷
徹
に
凍
え
よ
う
と
す
る
中
世
頂
相
画

と
の
聞
に
、
こ
の
高
僧
の
小
幅
は
、
空
の
青
を
う
つ
し
松
籍
の
音
に
動
き
野
の
縁
を
匂
わ
せ
て
類
の
な
い
個
性
で
明
る
く
か
が
や
い
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
東
大
寺
に
蔵
す
る
紙
本
著
色
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
（
国
宝
）
ほ
ど
に
、
少
年
の
教
養
曹
を
物
語
っ
て
清
ら

か
な
画
巻
は
な
い
。
骨
格
の
つ
よ
い
平
安
の
絵
巻
と
、
説
話
性
が
つ
よ
く
時
に
野
卑
の
趣
を
も
っ
中
世
の
絵
巻
と
の
間
に
あ
っ
て
、
そ
の

画
巻
は
、
芝
草
の
萌
え
出
る
春
の
あ
の
清
々
と
し
た
明
る
さ
を
も
っ
て
、
純
粋
な
憧
慢
の
詩
を
う
た
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
絵
画
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
藤
末
鎌
初
と
称
さ
れ
る
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
か
か
る
時
期
を
代
表
す
る
作
品

で
あ
っ
て
、
と
も
に
そ
の
時
期
の
作
画
活
動
の
一
面
を
代
表
し
て
い
て
教
学
復
興
に
と
も
な
う
新
ら
た
な
作
画
活
動
の
す
ぐ
れ
た
所
産
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
ニ
作
が
包
摂
す
る
美
術
史
上
の
問
題
も
大
き
く
、
そ
の
画
風
と
藤
原
時
代
も
し
く
は
鎌
倉
時
代
の

絵
画
と
の
間
に
あ
る
異
問
、
或
は
宋
も
し
く
は
高
麗
絵
画
の
受
容
の
有
無
と
程
度
に
つ
い
て
等
々
、
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
す
く
な
く

な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
名
作
が
、
い
づ
れ
も
明
恵
上
人
高
弁
（
一
一
七
三
1

一
二
三
二
）
と
ふ
か
く
関
係
し
、
し
か
も
共
通
し
て
独
自
な

ど
の
よ
う
に
し
て
誰
が
、
こ
の
よ
う
な
作
品
を
作
り
え
た
の
か
と
い
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明
澄
な
画
境
に
よ
っ
て
卓
越
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、

ぅ
、
素
朴
な
問
題
が
あ
ら
た
め
て
つ
よ
く
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

明
恵
上
人
像
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
恵
日
房
成
忍
と
い
う
作
家
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
お
r

一
方
の
華



厳
五
十
五
所
絵
巻
に
つ
い
て
は
作
家
も
伝
来
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
と
称
さ
れ
る
善
財
章
子
歴
参
の
物
語

が
、
後
述
す
る
よ
う
に
明
恵
上
人
に
よ
っ
て
つ
よ
く
鼓
吹
さ
れ
、
た
と
え
ば
東
大
寺
の
額
装
本
華
厳
五
十
五
所
絵
に
み
る
よ
う
な
上
代
の

伝
統
を
継
承
す
る
も
の
と
ま
っ
た
く
別
趣
の
新
ら
し
い
意
匠
を
も
っ
て
描
か
れ
、
俊
賀
な
る
絵
師
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
直
接
的
に
と
間
接
的
に
と
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
恵
日
房
成
忍
と
俊
賀
が
と
も
に
明
恵
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
二
つ
の

名
作
の
制
作
に
関
与
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
関
与
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

恵
日
房
成
忍
の
場
合
は
、
あ
き
ら
か
に
絵
画
の
制
作
者
の
意
味
で
あ
る
。
俊
賀
の
場
合
は
、
き
わ
め
て
酸
味
で
あ
る
。
画
想
を
画
像
に

う
っ
す
も
の
と
し
て
、
明
恵
上
人
の
身
近
か
に
あ
っ
た
絵
師
で
あ
り
、
華
厳
五
十
五
所
絵
を
は
じ
め
て
彩
色
し
た
も
の
と
い
う
だ
け
で
、

東
大
寺
の
画
巻
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
東
大
寺
の
画
巻
の
伝
承
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
高
山
寺
か
ら
伝
来
し
た
と
い
う
明
証
は
い
ま

の
所
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
俊
賀
の
関
与
と
い
う
の
は
、
明
恵
上
人
が
華
厳
五
十
五
所
絵
の
鼓
吹
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
東
大
寺
の
画
巻
に

明
恵
上
人
像
と
共
通
す
る
画
趣
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
と
き
、
関
係
の
一
端
に
絵
師
俊
賀
の
名
が
想
起
さ
れ
る
と
い
う
関
与
の
仕
方

に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
関
与
の
仕
方
は
、
た
と
え
て
い
う
と
、
明
恵
上
人
と
い
う
垂
直
軸
を
仮
定
し
て
、
そ
の
垂
直
軸
を
心
と
す
る
水
平
面
の

表
面
に
明
恵
上
人
像
や
東
大
寺
の
画
巻
が
あ
り
、
そ
の
水
平
面
の
裏
面
に
恵
日
房
成
忍
や
絵
師
俊
賀
が
あ
る
と
い
う
関
係
に
見
立
て
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
作
品
と
作
家
と
い
う
、
そ
の
水
平
面
の
表
裏
が
一
致
す
る
場
合
は
、
中
世
以
前
に
お
い
て
は
稀
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ゎ

れ
わ
れ
は
中
世
以
前
の
絵
師
に
つ
い
て
、
そ
の
内
実
に
い
た
る
た
め
に
は
、
近
代
作
家
に
対
す
る
の
と
は
ち
が
う
別
の
工
夫
を
必
要
と
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
中
世
作
家
の
内
実
に
い
た
る
に
は
、
垂
直
軸
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
通
す

る
特
色
｜
｜
単
に
画
題
だ
け
で
は
な
く
て
画
風
や
画
趣
を
ふ
く
め
た
ー
ー
を
も
っ
一
群
の
作
品
が
、
或
る
発
願
者
も
し
く
は
願
主
な
ど
の

指
導
者
の
周
辺
に
あ
る
と
き
、
そ
の
同
じ
指
導
者
の
周
辺
に
一
群
の
絵
師
｜
｜
必
ず
し
も
同
一
工
房
の
絵
師
と
は
か
ぎ
ら
な
い
｜
｜
の
活

動
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
絵
師
の
内
実
は
そ
の
作
品
お
よ
び
絵
師
の
伝
記
以
外
に
、
発
願
者
の
行
実
を
と
お
し
て
理
解
す
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る
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。
中
世
の
絵
師
は
、
世
襲
的
工
房
の
一
員
と
し
て
、
近
代
の
自
由
な
芸
術
家
の
知
ら
ぬ
制
約
の
も
と
で
制
作
し

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
い
た
ず
ら
に
そ
の
制
約
下
で
固
定
化
し
た
制
作
の
み
を
な
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
は
じ
め
に

あ
げ
た
作
品
の
よ
う
な
名
作
が
、
絵
師
た
ち
の
輝
く
内
実
の
何
よ
り
の
証
で
は
な
い
か
。
絵
師
は
そ
の
天
裏
に
よ
っ
て
そ
の
制
約
に
も
か

か
わ
ら
ず
名
作
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
よ
き
発
願
者
の
も
と
で
よ
き
意
想
を
え
て
名
作
を
残
す
場
合
も
す
く
な
く
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
慶
派
の
隆
盛
は
俊
乗
房
重
源
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
は
、
規
模
は
劣
る
が
西
大
寺
叡
尊
と
そ

の
仏
師
、
絵
師
と
の
関
係
に
も
同
様
の
事
情
が
み
ら
れ
る
，
た
ろ
う
。

絵
師
の
実
態
は
、
そ
の
画
系
、
作
品
の
技
法
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
絵
師
を

し
て
そ
の
作
品
を
実
際
に
制
作
せ
し
め
た
発
願
者
の
意
識
と
の
相
聞
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
面
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
そ
の

明窓の周辺一ー・恵自房成忍と俊賀の場合（平田〉

天
裏
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
場
合
に
は
、
多
く
の
場
合
、
絵
師
の
内
実
を
熱
す
る
、
指
導
者
の
す
ぐ
れ
た
指
導
的
理
念
が
つ
よ
く
作
用
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
恵
の
周
辺
の
す
ぐ
れ
た
絵
画
作
品
の
存
在
は
、
明
恵
の
周
辺
に
す
ぐ
れ
た
絵
師
た
ち
の
存
在
を
物
語
る

が
、
す
ぐ
れ
た
と
い
う
意
味
は
、
明
恵
に
よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
画
技
を
発
揮
す
る
幸
運
を
え
た
と
い
う
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
恵
日

一
房
成
忍
と
絵
師
俊
賀
と
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
絵
師
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
以
上
に
述
べ
た
諸
点
に
留
意
し
て
、
明
恵
上
人
と
い
う
す
ぐ
れ
た
機
縁
に
恵
れ
た
二
人
の
画
家
を
、
明
恵
と
の
関
連

を
主
と
し
て
、
そ
の
行
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
行
実
の
な
か
に
、
中
世
の
絵
師
の
制
作
に
お
け
る
内
実
の

働
き
を
瞥
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

1 
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恵
日
房
成
忍
は
、
明
恵
上
人
像
の
画
者
と
し
て
広
く
近
世
の
画
史
画
伝
に
も
知
ら
れ
た
存
在
で
、
た
と
え
ば
『
古
画
備
考
』
巻
三
ニ
に

は
「
展
開
目
録
」
に
よ
る
と
し
て
、



高
山
寺
什
、
恵
日
坊
画
、
明
恵
上
人
画
像
謀
、
向
上
人
持
経
画
像
炉
、
同
上
人
坐
禅
画
像
軒
、
同
上
人
画
像
十
、
両
界
憂
茶
羅

昨
、
仏
眼
尊
ト
騨
叡
、
将
軍
地
蔵
軒
、
赤
童
子
一
軒
、
八
祖
像
飢

と
記
し
、
成
忍
筆
の
明
恵
上
人
像
四
点
の
伝
存
を
報
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
展
開
目
録
」
は
、
お
そ
ら
く
柴
一
野
栗
山
、
住
吉
内
記

に
よ
る
寛
政
四
年
三
七
九
二
）
十
二
月
一
日
の
展
開
目
録
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
的
、
こ
の
折
の
展
開
は
『
続
群
書
類
従
』
所
収
『
寺
社

宝
物
展
開
目
録
』
二
、
山
城
下
、
栂
尾
高
山
寺
の
条
の
末
尾
に
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右
目
録
者
、
寺
僧
書
出
候
帳
面
之
趣
－
一
御
座
候
、
見
分
及
暮
候
、
而
不
残
一
覧
相
調
不
申
、
点
之
分
計
一
覧
仕
候

と
記
す
よ
う
に
、
充
分
な
展
開
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
伝
存
し
た
四
幅
の
画
像
の
い
づ
れ
を
も
、
恵
日
房
成
忍
筆
と
す
る
点
は
注

目
し
て
よ
い
。
こ
う
し
た
成
忍
筆
明
恵
上
人
像
と
い
う
伝
承
は
、
単
に
高
山
寺
の
み
の
伝
承
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
伊
予
天
徳
寺
の

「
明
慧
上
人
肖
像
副
記
」
に
は
、

予
州
松
山
天
徳
寺
所
蔵
、
明
慧
上
人
経
行
山
中
像
、
介
花
園
智
勝
禅
院
、
質
之
吾
山
、
吾
山
所
蔵
、
与
此
全
問
、
而
其
徒
慧
日
坊
所

親
写
也
、
蓋
出
於
一
手
者
、
其
意
不
可
疑
突
、
庶
永
珍
襲
、
其
地
与
吾
山
相
為
不
朽
、

と
い
う
明
和
元
年
（
一
七
六
五
）
の
栂
尾
山
三
尊
院
宥
深
の
識
語
を
記
し
て
い
る
。
文
中
に
み
え
る
経
行
山
中
像
と
い
う
の
は
、
高
山

寺
の
寺
伝
に
北
条
泰
時
筆
と
伝
え
る
紙
本
の
小
さ
な
紙
形
と
同
図
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
恵
日
房
成
忍
の
名
は
高
い
こ

と
が
わ
か
る
。

い
ま
高
山
寺
に
伝
存
す
る
明
恵
上
人
像
は
、
森
暢
に
よ
れ
ば
、
七
点
を
数
え
る
。
そ
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
本
稿
冒
頭
に
ふ
れ

た
紙
本
著
色
明
恵
上
人
像
（
国
宝
）
で
あ
る
。
世
に
樹
上
坐
禅
図
と
称
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
樹
上
坐
禅
図
に
は
、
別

本
の
絹
本
著
色
本
が
高
山
寺
に
伝
存
し
て
い
て
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
制
作
と
目
さ
れ
る
画
幅
は
原
容
を
認
め
難
い
ほ
ど
損
傷
し
て
い
る
も

の
の
、
画
幅
上
部
に
貼
付
さ
れ
た
画
讃
が
明
恵
上
人
筆
と
み
な
さ
れ
て
い
て
、

拐
伽
山
縄
床
、
成
坐
禅
之
愚
形
、
安
禅
所
壁
、
擬
凡
僧
坐
禅
元
影



禅
念
沙
門
高
弁

拐
伽
山
同
宿
沙
門
恵
日
房
成
忍
筆

と
あ
る
。
い
ま
の
紙
本
著
色
国
宝
本
に
貼
付
さ
れ
た
賛
は
同
文
で
あ
る
が
、
筆
蹟
は
の
ち
の
擬
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
明
恵

上
人
の
画
家
恵
日
房
成
忍
と
い
う
伝
承
に
は
、
た
し
か
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
高
山
寺
縁
起
』
西
面
持
仏
堂
の
条
に

持
仏
堂
南
二
問
、
所
立
一
脚
縄
床
為
禅
処
、

明恵の周辺一一恵日房成忍と俊賀の場合（平田〉

縄
床
左
障
子
押
於
上
人
縄
床
樹
坐
禅
真
影
、

自
上
人
在
世
在
之
、
擬
凡
僧
坐
禅
之
影
云
王
、
恵
日
房
成
忍
筆
、
銘
即
上
人
自
筆
也

又
傍
安
慈
心
房
覚
真
、
民
部
卿
長
一
房
卿
、
真
影
輔
忍
、

と
あ
る
の
と
、
伝
承
は
事
実
の
上
で
符
合
し
て
い
る
。
画
容
の
損
傷
し
た
絹
本
の
画
像
を
も
っ
て
、
こ
の
持
仏
堂
（
禅
所
〉
の
影
像
と

す
る
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
に
は
道
理
が
あ
る
。
恵
日
一
房
一
成
忍
と
は
、
そ
う
し
た
明
恵
在
世
時
の
た
し
か
な
由
緒
に
よ
っ
た
、
明
恵
上

人
像
の
画
家
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

『
高
山
寺
縁
起
』
南
面
学
問
所
の
条
に
み
え
る
つ
ぎ
の
有
名
な
事
蹟
も
、

っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
う
し
た
成
忍
に
お
い
て
こ
そ
可
能
な
、
意
義
あ
る
画
業
だ

平
日
常
坐
後
障
子

奉
懸
安
上
人
真
影
一
錦
、
同
（
成
忍
〉
筆

右
影
像
者
、
上
人
多
年
同
法
恵
日
坊
成
忍
、
親
取
眼
耳
等
寸
分
、
留
筆
尽
心
所
図
絵
也
、
雄
眼
精
不
瞬
、
尊
儀
更
無
違
失
、
前
在
一

脚
机
、
存
日
之
持
経
糊
、
香
炉
、
打
鳴
等
安
其
上
、
脇
足
、
硯
箱
、
団
扇
、
宝
螺
員
、
火
炉
、
水
瓶
京
一
一
致
水
、
如
斯
在
世
什
物
未

改
昔
儀
、
長
昏
供
給
又
以
無
違
、
明
相
後
之
粥
、
午
上
之
時
食
、
湯
薬
之
寒
温
、
燈
燭
之
早
晩
、
一
々
皆
如
奉
仕
生
身
、
平
生
両
三
侍

者
子
今
勤
此
役
突
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恵
日
房
成
忍
に
た
い
し
て
明
恵
一
門
が
、
高
い
評
価
と
ふ
か
い
信
頼
を
よ
せ
て
い
た
事
情
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
成
忍
は
師
明
恵
の
眼

耳
等
の
寸
分
を
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
多
年
同
法
と
称
さ
れ
、
明
恵
の
自
讃
に
も
拐
伽
同
宿
沙
門
と
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
推
す
と
、

の
絵
師
と
し
て
以
上
に
明
恵
上
人
に
親
灸
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

介
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た
し
か
に
、
建
暦
元
年
（
一
一
一
一
一
）
八
月
、
高
山
寺
蔵
の
八
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
五
一
、
五
二
の
一
帖
の
奥
禽
に
、
明
恵
坊
の
御
勧

進
に
よ
っ
て
書
写
に
結
縁
し
た
こ
と
を
述
べ
、
末
尾
に
は

又
当
来
世
、
必
見
五
十
五
聖
会
花
厳
海
衆
、
入
普
賢
願
海
度
無
辺
群
類
、
干
時
建
暦
元
年
八
月
廿
六
日

花
厳
宗
末
学
沙
問
成
忍

と
記
し
、
華
厳
学
徒
と
し
て
の
自
ら
の
位
置
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
年
五
月
、

建
暦
二
年
五
月
十
三
日
於
梅
尾
御
房
審
写
了

『
十
地
論
義
記
』
巻
三
の
奥
簡
に
も

執
筆
僧
成
忍

と
み
え
、
ま
た
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
八
月
、
高
山
寺
の
賀
茂
別
所
に
お
い
て
、
四
十
巻
『
華
厳
経
』
の
う
ち
巻
四
、

三
四
の
書
写
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
奥
書
で
知
ら
れ
て
い
向
。
こ
の
と
き
の
写
経
は
巻
三
七
の
詮
定
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
明
恵
の
指
導
下

に
、
僧
十
人
の
一
人
と
し
て
一
七
日
の
加
行
後
に
お
こ
な
っ
た
如
法
書
写
で
あ
っ
た
と
い
う
。
寛
喜
二
年
（
一
二
三

O
）
八
月
に
は
、
高

山
寺
の
『
梅
尾
説
戒
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
恵
上
人
の
説
戒
の
席
に
侍
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
実
は
、
ま
さ
に
成
忍
の
学
侶
と
し
て
の

生
活
を
明
瞭
に
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。
寛
喜
四
年
〈
一
二
三
二
）
正
月
、
明
恵
上
人
の
入
寂
を
記
す
『
最
後
臨
終
行
儀
事
』
正
月
十
八

日
の
条
は
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ス

ル

－

－

＝

タ

ノ

ト

シ

テ

ミ

ノ

Z

日
中
成
忍
恵
日
房
乍
就
眠
夢
云
、
瑞
厳
微
妙
天
童
一
人
威
儀
安
祥
而
歩
入
和
尚
（
明
恵
）
単
庵

そ
の
師
明
恵
が
『
夢
之
記
』
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
、
夢
の
す
ぐ
れ
た
見
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
臨
終
に
お
け
る
恵
白
房
成
忍
の

一
回
、
二
四
、

夢
は
、
ま
さ
に
入
室
の
業
と
い
っ
て
よ
く
、
学
侶
と
し
て
の
成
忍
が
明
恵
に
寄
せ
た
思
慕
の
深
さ
も
わ
か
る
。
紙
本
著
色
明
恵
上
人
像



（
国
宝
）
の
画
者
と
は
、
そ
の
よ
う
な
僧
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
前
述
し
た
明
恵
の
自
讃
に
梯
伽
山
同
宿
沙
門
と
記
し
て
い
る
点

は
注
目
し
て
よ
く
、
梼
伽
山
こ
そ
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
世
を
厭
い
、
建
保
四
年
（
一
二
二
ハ
）
高
山
寺
に
明
恵
が
い
と
な
ん
だ
草
庵
の
あ

る
峯
で
あ
っ
て
、
所
詮
は
物
に
狂
は
む
人
を
友
と
す
べ
か
ら
ず
と
考
え
て
い
た
風
狂
の
求
道
者
明
恵
の
、
聖
草
庵
と
い
う
べ
き
地
で
あ
っ

た
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
同
宿
す
る
沙
門
成
忍
の
風
狂
求
道
の
程
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
恵
上
人
像
に
み
ら
れ
る
、
比
類
の
な
い
澄

明
を
も
っ
た
自
然
観
照
の
深
さ
と
、
濁
り
の
な
い
静
誼
を
表
現
し
た
商
像
写
生
の
高
貴
の
由
来
も
、
務
伽
山
同
心
の
成
忍
な
れ
ば
こ
そ
と

い
う
理
解
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
恵
日
一
房
一
成
忍
は
絵
師
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
画
僧
と
称
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
そ
れ
は
室
町

明恵の周辺ー一恵日房成忍と俊賀の場合〈平田〉

時
代
以
後
に
多
い
、
余
技
に
画
才
を
ふ
る
う
僧
と
い
う
意
味
で
な
く
、
意
楽
像
を
創
る
阿
闇
梨
た
ち
と
い
う
意
味
で
も
な
い
。
僧
と
し
て

の
求
道
と
、
画
者
の
観
照
と
が
一
つ
に
な
っ
た
恵
れ
た
存
在
者
と
、
成
忍
の
場
合
は
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
恵
と
い
う
、
風
狂

の
見
者
の
求
道
へ
の
接
近
の
な
か
で
こ
そ
、
こ
の
画
僧
の
画
技
は
高
ま
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

成
忍
の
画
域
は
、
明
恵
上
人
の
肖
像
画
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
れ
は
ま
た
、
高
山
寺
の
紙
本
著
色
華
厳
宗
祖
師
絵
伝

（
国
宝
）
、
い
わ
ゆ
る
義
湘
元
暁
絵
の
う
ち
、
元
暁
絵
の
作
家
で
あ
る
と
、
源
豊
宗
博
士
以
来
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
恵
上
人
像
よ
り
は

柔
軟
な
画
態
の
な
か
で
、
あ
か
る
く
暢
び
や
か
な
自
然
が
表
現
さ
れ
、
こ
と
に
元
暁
の
面
差
し
に
は
明
恵
上
人
を
偲
ば
せ
る
点
も
あ
る
の

で
あ
る
。
ま
た
『
高
山
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
平
岡
善
妙
寺
に
、
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
四
月
に
開
眼
供
養
さ
れ
た
唐
本
十
六
羅
漢
像

な
ら
び
に
阿
難
尊
者
を
図
絵
し
、
同
年
以
前
に
、
前
述
し
た
南
面
学
問
所
に
お
い
て
、
縄
床
樹
坐
禅
像
と
と
も
に
僧
覚
真
像
、
藤
原
長
一
房

像
を
描
き
、
枇
屋
舎
那
五
聖
憂
茶
羅
、
阿
字
宮
殿
法
門
図
（
党
漢
字
は
明
恵
上
人
筆
）
、

批
沙
門
天
霊
夢
像
を
図
絵
し
、

さ
ら
に
同
所
に

に
信
慶
が
施
入
し
た
善
財
童
子
像
厨
子
の
四
扉
に
、
党
夫
、
帝
尺
天
、
批
沙
門
天
、
章
陀
天
等
の
像
を
え

明
恵
上
人
残
後
（
一
二
三
二
）
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が
い
て
い
る
。
さ
ら
に
嘉
禄
年
中
（
一
二
二
五
｜
二
七
）
天
下
大
疫
の
と
き
礼
堂
に
開
眼
安
置
さ
れ
た
自
在
天
像
を
図
絵
し
て
も
い
る
。

ま
こ
と
に
、
そ
の
画
業
は
多
彩
で
あ
る
。
商
像
画
の
み
な
ら
ず
、
画
巻
、
厨
子
絵
、
羅
漢
、
憂
茶
羅
を
ふ
く
み
、
仏
教
絵
画
の
ほ
と
ん



ど
の
領
域
に
お
よ
ん
で
い
る
わ
け
で
、
余
技
者
と
し
て
の
画
僧
、
或
い
は
図
像
研
究
家
と
し
て
の
画
僧
と
は
あ
き
ら
か
に
こ
と
な
る
、
職

業
的
絵
師
の
画
域
に
相
当
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
成
忍
が
絵
師
の
出
身
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
絵
師

が
出
家
し
た
例
と
し
て
は
、
成
忍
に
ち
か
い
事
例
と
し
て
、
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
、
奈
良
西
大
寺
の
仁
王
会
本
尊
像
百
幅
の
図
絵
に

当
っ
た
出
家
せ
る
絵
師
の
場
合
が
あ
る
の
で
、
成
忍
の
出
自
に
つ
い
て
の
前
述
の
疑
問
も
故
な
き
と
と
で
は
な
い
。

は
た
し
て
、
近
世
に
い
た
っ
て
『
本
朝
画
史
』
巻
二
は
、
い
か
な
る
所
伝
に
よ
る
の
か

学
宅
間
法
眠
、
或
目
、
宅
間
之
子
也
、
故
画
本
在
於
栂
尾
高
山
寺
宝
蔵
、
筆
格
能
似
宅
問
、
専
工
仏
像
、
兼
能
雑
画

と
伝
え
て
い
る
。
筆
格
能
似
宅
聞
の
句
は
い
さ
さ
か
検
討
を
要
す
る
点
で
あ
る
が
、
成
忍
の
淡
白
清
澄
な
画
趣
、
こ
と
に
賦
彩
の
う
す

さ
は
や
ま
と
絵
的
画
法
の
な
か
で
異
色
で
あ
る
。
し
か
し
勝
賀
、
澄
賀
、
栄
賀
の
作
品
に
よ
っ
て
う
か
が
れ
る
鎌
倉
時
代
の
宅
間
派
の
鋭

利
な
描
線
や
、
露
骨
な
宋
風
受
容
の
画
癖
は
、
成
忍
の
絵
画
に
は
み
と
め
が
た
く
、
成
忍
を
し
て
単
純
に
宅
間
派
と
み
な
す
こ
と
は
、
い

ま
は
困
難
で
あ
る
。
他
に
伝
え
る
、
成
忍
を
運
慶
の
子
と
す
る
の
は
浮
説
に
ち
か
い
し
、
勝
賀
二
男
と
い
う
の
も
根
拠
を
欠
く
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
忍
宅
聞
の
説
は
簡
単
に
斥
け
ら
れ
な
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
恵
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
明
恵
の
画
事

の
遂
行
者
と
し
て
宅
間
派
は
関
与
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
は
、
そ
の
事
情
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

2 

明
恵
上
人
が
発
願
し
た
画
事
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
唐
本
の
積
極
的
な
受
容
に
み
る
よ
う
に
画
風
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
も
す
く
な
く

は
な
い
が
、
そ
の
な
か
で
と
く
に
顕
著
な
画
事
は
、
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
説
く
善
財
童
子
歴
参
の
図
絵
で
あ
る
。
本
稿
の
最
初
に
あ

げ
た
東
大
寺
本
の
紙
本
著
色
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
は
、
そ
の
象
徴
的
な
作
品
で
あ
る
。
明
恵
の
行
実
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
善
財
童

子
が
歴
参
し
た
華
厳
五
十
五
聖
に
寄
せ
た
明
恵
の
愛
幕
の
深
さ
は
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
。

明
恵
の
事
蹟
の
な
か
で
、
釈
尊
思
幕
の
た
め
の
天
佐
一
渡
航
の
可
否
を
決
す
る
た
め
に
、
元
久
元
年
（
一
二

O
四
）
に
か
れ
は
、
く
じ
に
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よ
っ
て
三
所
の
聖
意
を
仰
い
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
三
所
と
い
う
の
は
、
釈
迦
、
春
日
明
神
と
な
ら
ん
で

善
財
五
十
五
善
知
識
で
あ
る
。
明
恵
に
と
っ
て
、
天
竺
遊
行
と
い
う
大
事
は
、
善
財
善
知
識
の
御
前
に
お
い
て
こ
そ
決
せ
ら
れ
る
べ
き
こ

と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
帖
を
録
し
、
他
見
を

建
仁
三
年
（
一
二

O
三
）
九
月
、
す
で
に
紀
州
糸
野
成
道
寺
に
お
い
て
、
明
恵
は
「
善
財
善
知
識
念
諦
次
第
」

望
ま
ず
と
記
し
て
尊
重
の
意
を
示
し
て
い
る
が
、
や
が
て
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
夏
に
は
、
賀
茂
仏
光
院
に
お
い
て
、
善
知
識
供
を
始

行
す
る
に
い
た
る
。
施
無
畏
寺
本
の
『
明
恵
上
人
行
状
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

明恵の周辺一一恵日房成忍と俊賀の場合（平田〉

ニ
シ
テ
善
知
識
供
比
ヲ
始
行
、
生
ミ
世
ヒ
善
知
識
値
遇
ノ
勝
業
ノ
グ
メ
、
且
ハ
衆
生
ヲ
シ
テ
知
識
ノ
縁
ヲ
結

サ
シ
メ
ム
カ
グ
メ
、
上
人
自
ラ
祭
文
ヲ
草
シ
テ
式
ヲ
定
メ
行
フ
、
終
ニ
高
山
寺
恒
例
ノ
勤
ト
成
ル

高
山
寺
の
『
上
人
所
作
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
毎
日
講
式
、
善
妙
講
式
、
大
明
神
講
式
と
と
も
に
、
こ
の
夏
、
善
知
識
供
式
一
巻
が
草
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
寛
喜
二
年
（
一
二
三

O
）
二
月
、
善
財
五
十
五
善
知
識
の
次
位
の
建
立
、
得
法
の
軌
則
に
よ
っ

て
、
年
来
習
学
修
練
の
法
門
と
し
て
、
十
円
の
科
文
を
出
し
て
、
一
そ
う
強
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
折
の
こ
と
も
ふ
く
め
、

明
恵
の
「
夢
」
に
五
十
五
善
知
識
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
も
ま
た
一
度
で
は
な
い
。

彼
処
（
賀
茂
仏
光
院
）

こ
う
し
た
事
情
か
ら
当
然
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
明
恵
の
発
願
に
か
か
わ
る
五
十
五
善
知
識
像
の
い
く
つ
か
の
造
顕
の
事
例
が
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
石
田
尚
豊
が
す
で
に
論
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
帆
、
そ
の
五
つ
の
事
例
に
お
い
て
、
建
仁
元
年
（
一

の
盲
目
修
善
の
た
め
の
図
絵
と
い
う
最
後
の
事
例
に
は
、
絵
師
俊

二
O
一）

の
最
初
の
図
絵
と
、
明
恵
残
後
の
寛
喜
四
年
〈
一
二
三
二
）

賀
が
あ
た
っ
て
い
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
明
恵
に
お
け
る
五
十
五
善
知
識
像
の
図
絵
は
、
絵
師
俊
賀
に
は
じ
ま
り
俊
賀
に
お
わ
る
感
も
あ

る
。
こ
と
に
建
仁
元
年
（
一
二

O
一
）
の
図
絵
に
お
い
て
俊
賀
が
は
た
し
た
役
割
を
み
る
と
、
そ
の
感
は
ふ
か
い
。
山
本
家
本
の
『
明
恵

上
人
行
状
』
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

－

一

テ

ヲ

ヲ

デ

ヲ

ス

ヲ

然
間
（
湯
浅
宗
光
）
夫
妻
共
起
大
願
一
、
書
写
華
厳
一
宗
章
疏
一
、
又
彼
妻
室
投
資
具
調
度
一
、
図
絵
善
知
識
憂
茶
羅
一
、
先
年
建
久
比
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＝

ラ

ラ

唱

シ

ト

ノ

ヲ

－

一

ヲ

ト

シ

テ

ヲ

於
或
所
一
、
上
人
手
自
蟻
写
取
善
知
識
紙
形
一
、
不
及
図
画
一
送
数
年
一
、
愛
喜
海
霊
典
為
使
一
、
持
紙
形
弁
新
物
等
一
上
洛
、
其
間
八
幡
大

テ

一

＝

＝

ノ

＝

＝

ル

ノ

菩
薩
有
御
守
護
一
之
由
夢
想
度
ミ
也
、
入
京
之
後
説
仏
師
俊
賀
法
橋
一
令
図
絵
之
処
、
其
宅
前
庭
化
烏
忽
飛
来
、
其
大
如
烏
一
、
其
色
似

ヲ

ヲ

ス

ノ

＝

山
鶏
一
、
俊
賀
執
筆
－
、
写
留
之
一
、
数
魁
之
後
出
門
一
而
去
、
寛
之
一
不
見
、
後
日
上
人
自
記
比
事
一
書
鳥
像
傍
、
其
銘
云
、
建
仁
元
年
十

ヲ

＝

ル

＝

五

六

喜

海

ヲ

一
月
初
、
奉
函
写
善
財
善
知
識
唐
本
一
之
目
、
仏
師
俊
賀
之
家
縁
辺
此
烏
飛
来
、
更
不
驚
人
、
絵
師
人
同
法
二
人
霊
典
同
見
之
一
、
絵

ヲ

ヲ

ノ

ヲ

ノ

＝

一

ア

勾

ヲ

ヲ

ヲ

師
染
筆
一
図
此
鳥
形
一
之
間
在
之
、
緑
色
等
皆
終
其
功
一
後
歩
行
小
門
方
一
、
家
人
逐
出
見
之
一
不
知
所
在
一
、
色
相
形
勢
等
謄
本
質
一
図
之
、

華
厳
伝
恥
瑞
烏
多
顕
異
和
一
、
輩
出
州
其
類
欺
云
豆
、
其
後
難
相
出
勤
務
件
、
世
間
拡
不
知
此
色
町
、
於
我
国
善
知
識
万
多
羅
側
一
醐
広
町
流
布
J

ノ此
像
始
也
、
の
宥
此
瑞
欺
、

ノ

ノ

ヲ

テ

ト

テ

ノ

ヲ

シ

ヲ

ノ

同
二
月
比
於
糸
野
成
道
寺
－
、
為
施
主
除
病
延
寿
祈
祷
一
、
以
如
心
偶
一
為
所
堅
一
、
行
三
間
竪
義
二
奉
供
養
此
憂
茶
羅
一
、
彼
短
冊
上

ラ

ヲ

ノ

＝

人
自
被
草
之
－
、
件
憂
茶
羅
被
施
入
東
大
寺
尊
勝
院
学
徒
中
一
了
、

一
一
件
の
次
第
は
き
わ
め
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
明
恵
永
年
の
願
望
で
あ
っ
た
唐
本
に
よ
る
善
知
識
紙
形
の
図
絵
に
、
明
恵
と
そ
の
一
門

が
い
か
に
大
き
な
喜
び
と
祈
念
を
こ
め
た
か
が
想
像
で
き
る
が
、
俊
賀
は
そ
の
絵
師
な
の
で
あ
る
。
洛
中
に
あ
っ
て
、
或
る
画
房
を
主
宰

し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
も
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
、
絵
師
俊
賀
が
は
た
し
て
高
山
寺
の
い
く
つ
か
の
画
事
に
参
与
す
る
こ
と
に
な

る

『
高
山
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
七
月
に
、
高
山
寺
羅
漢
堂
に
、
一
舗
に
二
拡
を
描
く
合
せ
て
八
舗
の
絵
像
十

六
羅
漢
を
、
俊
賀
法
橋
が
唐
本
を
写
し
施
入
し
、
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）
八
月
に
上
棟
し
た
高
山
寺
三
重
塔

に
お
い
て
は
、
俊
賀
法
橋
筆
に
よ
り
、
後
壁
正
面
に
五
秘
密
憂
茶
羅
、
同
じ
く
後
面
に
華
厳
善
財
善
知
識
、
四
柱
に
華
厳
海
会
聖
衆
憂
茶

羅
、
ま
た
東
・
西
・
北
の
三
方
の
扉
に
六
天
像
が
図
給
さ
れ
て
も
い
る
。
こ
の
三
重
塔
の
図
絵
は
、
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）
百
日
修
善

の
こ
と
と
し
て
、
さ
き
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
画
業
に
く
わ
え
て
、
明
恵
に
お
け
る
俊
賀
の
役
割
を
一
層
あ
き
ら
か
な
も
の
と
す
る
の
は
、
春
日
住
吉
明
神
の
図
絵
の
こ
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と
で
あ
る
。
『
明
恵
上
人
神
現
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、

建
仁
三
年
（
一
二

O
三
）
四
月
九
日
、
仏
師
薩
摩
法
橋
俊
賀
ヲ
相
ヒ
カ
グ
ラ
ヒ
テ
紀
州
ニ
下
向
シ
テ
、
保
田
正
星
尾
ト
云
フ
処
ニ
シ

テ
、
御
託
宣
ノ
儀
軌
ニ
ヨ
テ
両
大
明
神
ノ
御
形
像
此
ヲ
図
シ
奉
リ
畢
ヌ
。

同
十
九
日
、
崎
山
兵
衛
尉
良
貞
カ
家
ニ
シ
テ
開
眼
供
養
云
ミ
、
上
人
自
ラ
開
眼
供
養
云
ミ

と
み
え
て
い
る
。
春
日
明
神
は
明
恵
の
夢
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
建
仁
三
年
の
こ
の
図
絵
の
と
き
に
さ
き
だ
っ
正

月
、
翁
の
姿
で
影
向
し
、
明
恵
の
知
慧
第
一
を
賞
し
、
天
竺
の
遊
行
を
と
ど
め
、
人
間
の
導
師
と
し
て
王
城
の
ち
か
く
に
留
ま
る
こ
と
を

明恵の周辺一一恵日房成忍と俊賀の場合（平田〕

す
す
め
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
明
恵
は
天
竺
遊
行
を
断
念
し
、
そ
の
御
影
を
図
絵
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
景
山
春
樹
に
よ
れ
ば
、
こ

の
影
向
図
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
末
期
の
模
本
が
い
ま
も
高
山
寺
に
伝
存
す
る
と
い
均
。
こ
の
春
日
、
住
吉
両
明
神
像
が
高
山
寺
お
よ

び
南
都
で
秘
蔵
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
康
富
記
』
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
十
月
二
日
の
条
、
『
興
福
寺
濫
鰐
記
』
山
城
国
梅
尾
寺
御
神
影
井

開
帳
之
事
に
詳
し
い
が
、
『
永
貞
卿
記
』
寛
文
七
年
三
六
六
七
）
五
月
十
五
日
の
条
に
は
、

晴
、
早
朝
参
詣
栂
尾
、
春
日
大
明
神
、
住
吉
大
明
神
、
御
影
自
先
月
開
帳
拝
之
、
グ
グ
マ
ト
云
絵
師
筆
跡
也
、
春
日
ハ
下
ニ
白
袴
被

著
、
上
ニ
ハ
伽
紗
被
懸
、
ケ
サ
ノ
下
ノ
御
衣
ハ
不
見
、
御
頭
ニ
ハ
帽
子
ノ
ヤ
ク
ナ
ル
物
也
、
住
吉
ハ
御
頭
ニ
ハ
是
モ
御
帽
子
、
白
抱
、

抽
出
町
一
袖
一
加
智
一
側
議
、
下
－
一
白
袴
ヲ
被
著
、
其
左
ノ
傍
ニ
開
山
明
恵
上
人
図
像
ア
リ

と
み
え
、
影
向
の
図
様
は
明
ら
か
で
あ
る
。
グ
グ
マ
ト
云
絵
師
の
条
に
つ
い
て
は
の
ち
に
ふ
れ
る
が
、
ま
さ
に
俊
賀
筆
の
事
実
が
た
だ

し
く
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
俊
賀
筆
の
両
明
神
影
向
図
の
継
承
と
尊
崇
は
、
明
恵
在
世
時
の
精
神
を
受
け
て
、

明
恵
の
高
弟
喜
、
海
の
と
き
に
は
す
で
に
、
御
影
図
に
つ
い
て
は
格
別
の
管
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
施
無
畏
文
書
』
に
、

つ
ぎ
の
記
録
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
向
。
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ニ
排
経
蔵
安
置
之
内
、

一
一
陣
ハ
紀
州
ニ
シ
テ
図
絵
本
像
、

一
一
揖
経
袋
長
、

二
幹
鎮
守
奉
龍
之
内
、

一
体
月
輪
禅
定
殿
下
（
兼
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実
〉
之
図
絵
像
、

住
吉
御
影
像

一
一
都
長
五
寸
切
取
像

一
幹
経
蔵
安
置
、
紀
州
図
絵
本
像
、

二
形
像
共
同
之
紙
形
同
安
置
経
蔵
了
、

此
外
余
処
更
無
ナ
リ
、
或
人
皮
紙
形
俊
賀
法
橋
許
ア
リ
ト
云
々
、
極
グ
ル
僻
事
ナ
リ
、
皮
紙
形
皆
取
テ
奉
安
置
比
中
也
、
為
後

一
拡
長
五
寸
切
取
像
也
、
広
一
尺
六
寸
欄
諜
也
、
長
五
尺
軸
加
定

代
記
之
、
喜
海

寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
険
三
月
廿
一
目
、
依
法
性
寺
禅
定
殿
下
（
道
家
）
之
仰
、
為
奉
納
東
福
寺
鎮
守
春
日
大
明
神
之
真
像
図

同
M
J

絵
之
、
の
三
月
廿
一
日
奉
納
第
四
宮
了
、
恵
日
房
喜
海
持
参
其
記
在
別
、

筆
之

此
外
ニ
ハ
、
他
処
ニ
ハ
一
切
ニ
不
令
御
ナ
リ
、
同
年
五
月
三
日
喜
海
記
之

き
び
し
い
伝
承
の
状
態
が
想
像
さ
れ
る
。
附
随
し
て
注
目
さ
れ
る
点
は
、
俊
賀
法
橋
が
皮
紙
形
を
か
つ
て
所
持
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
恵
日

房
が
俊
賀
の
図
絵
の
影
向
図
の
模
本
を
つ
く
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
者
は
、
中
世
の
紙
形
の
技
法
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
貴
重
な
事
例

と
し
て
注
目
さ
れ
る
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
俊
賀
と
恵
日
房
成
忍
の
二
者
が
相
交
る
唯
一
つ
の
事
蹟
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
俊
賀
の
春
日
、
住
吉
明
神
の
図
絵
は
、
善
財
童
子
歴
参
の
図
絵
に
比
肩
で
き
る
よ
う
な
意
義
を

に
な
っ
た
画
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
明
恵
の
図
絵
造
顕
に
お
い
て
俊
賀
が
は
た
し
た
こ
と
の
カ
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
。
明

【悶》

恵
の
『
夢
之
記
』
に

一
、
又
銭
二
百
儲
之
、
－
百
与
薩
摩
公
仏
師
、
一
百
我
持
之
乎
、
所
持
塗
滅
金
銀
珠
等
十
九
許
貫
具
之

と
み
え
る
が
、
こ
こ
に
い
う
仏
師
薩
摩
公
を
絵
師
俊
賀
と
想
定
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
は
な
い
。
絵
仏
師
を
仏
師
と
称
す
例
は
し
ば



し
ば
あ
る
し
、
法
橋
俊
賀
が
薩
摩
公
で
あ
る
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
述
し
た
『
明
恵
上
人
神
現
伝
記
』
が
仏
師
薩
摩
法
橋
俊

賀
、
と
称
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
夢
の
仏
師
薩
摩
公
が
絵
師
俊
賀
で
あ
る
、
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
明
恵
の
憧
懐

す
る
こ
と
の
ふ
か
か
っ
た
善
財
善
知
識
を
、
多
年
明
恵
が
所
持
し
た
唐
本
紙
形
に
よ
っ
て
図
絵
し
、
流
布
の
は
じ
め
と
す
る
こ
と
を
え
た

絵
師
俊
賀
、
ま
た
明
恵
が
深
く
帰
依
し
た
春
日
明
神
影
向
図
を
、
紀
州
に
お
も
む
い
て
図
絵
し
、
明
恵
の
法
流
と
南
都
に
お
い
て
格
別
の

尊
崇
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
絵
師
俊
賀
な
ら
ば
こ
そ
、
明
恵
の
夢
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
俊

賀
の
筆
力
に
寄
せ
た
明
恵
の
愛
着
も
し
の
ば
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

俊
賀
の
画
業
に
つ
い
て
は
、
田
中
一
松
に
よ
れ
ば
建
保
三
年
（
三
二
五
）
五
月
二
四
日
に
は
じ
ま
る
伏
見
宮
御
逆
修
に
、
同
月
二
五

目
、
二
九
日
、
六
月
一
日
、
四
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥
陀
像
各
一
舗
を
図
絵
し
た
、
ふ
し
志
ゅ
ん
か
ゑ
そ
う
、
仏
師
し
ゅ
ん
か
、
し
ゅ
ん

明恵の周辺一一恵日房成忍と俊賀の場合〔平田〕

か
が
俊
賀
で
あ
る
土
さ
れ
、
神
護
寺
に
現
存
す
る
絹
本
著
色
真
言
八
視
像
（
重
要
文
化
財
）
は
、
そ
の
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
真

言
八
祖
像
の
画
風
は
、
肥
痩
の
な
い
や
わ
ら
か
な
描
穏
を
も
ち
い
た
、
む
し
ろ
伝
統
的
画
容
に
よ
っ
て
い
て
、
東
寺
の
伝
宅
間
勝
賀
筆
の

絹
本
著
色
十
二
天
扉
風
（
国
宝
）

の
、
う
す
塗
り
で
当
い
の
強
い
肥
痩
を
も
っ
弾
力
に
と
む
描
線
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
宅
間
派
風
の
画
風

と
は
か
な
り
こ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宅
間
派
に
は
勝
賀
を
は
じ
め
長
賀
、
栄
賀
な
ど
、
賀
を
称
す
絵
師
が
多
い
し
、
と
く
に
前
述

の
神
護
寺
の
真
言
八
祖
像
の
伝
来
に
関
し
て
引
用
さ
れ
る
神
護
寺
の
記
録
に
は
、
俊
賀
の
子
で
あ
る
と
明
記
し
た
も
の
も
占
め
る
。
す
な
わ

ち
『
神
護
寺
最
略
記
』
濯
頂
院
の
条
に

以
観
音
院
本
仰
俊
賀
法
橋
掛
司
令
官
守
之
早

と
み
え
る
。
法
橋
俊
賀
は
、
画
風
の
異
聞
に
つ
い
て
は
や
や
検
討
す
べ
き
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
宋
様
の
影
響
を
受
け
て
鎌
倉
時
代
初
期

八
組
御
影
者

に
新
風
を
お
こ
し
て
著
名
な
宅
間
派
の
一
員
と
み
て
よ
い
。

125 C哲125)

近
世
の
画
史
で
有
名
な

『
本
朝
画
史
』
で
は
澄
賀
、
『
古
画
備
考
』
で
は
勝
賀
と
い
う
ち
が
い
は
あ
る
が
、
高
山
寺
の
春
日
明
神
影
向

の
御
影
を
ぬ
す
み
見
て
、
神
罰
を
受
け
落
馬
し
道
上
に
卒
し
た
宅
聞
の
絵
師
を
葬
っ
た
と
い
う
、
洛
北
鳴
滝
の
宅
間
塚
の
伝
説
は
、
事
実



と
し
て
の
当
否
は
措
く
と
し
て
も
、
宅
間
俊
賀
が
明
恵
発
願
の
絵
画
制
作
に
お
い
て
は
た
し
た
役
割
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
無
根
の
虚
謂

と
し
て
す
ぐ
に
斥
け
ら
れ
な
い
面
も
あ
る
。
俊
賀
の
存
在
は
、
宅
間
塚
の
伝
説
の
影
の
母
胎
で
あ
る
。

俊
賀
が
明
恵
の
信
頼
を
え
た
契
機
に
は
、
神
護
寺
の
文
覚
あ
る
い
は
上
覚
の
存
在
な
り
介
在
な
り
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
に
上
覚
は
明

恵
の
叔
父
で
、
文
治
四
年
（
一
一
一
八
）
一
ム
ハ
才
の
明
恵
は
上
覚
に
つ
い
て
出
家
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
俊
賀
が
そ
の
上
覚
に
よ
っ
て
、

平
岡
の
智
月
房
の
旧
跡
を
う
け
た
こ
と
は
、
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
頃
の
『
神
護
寺
文
書
』
の
う
ち
「
六
月
廿
八
日
尋
勝
御
房
あ
て
書

状
」
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
、

平
岡
屋
敷
之
内
、
於
智
月
房
旧
跡
者
、
可
究
賜
法
橋
俊
賀
之
由
、
自
浄
（
上
）
覚
御
房
、
所
被
申
候
也
、
寺
家
宜
令
存
其
旨
給
候
、

且
平
岡
沙
汰
人
大
進
房
真
遍
之
許
へ
、
以
此
趣
可
令
相
触
給
候
、

と
み
え
る
。
そ
の
頃
の
神
護
寺
に
お
け
る
宅
間
為
辰
や
勝
賀
お
よ
び
俊
賀
の
仏
画
制
作
を
、
別
の
生
活
の
次
元
で
裏
書
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
俊
賀
が
明
恵
の
造
像
に
協
力
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
接
近
の
契
機
は
何
で
あ
れ
、
一
般
に
絵
師
と
僧
の

合
力
は
、
い
つ
の
場
合
に
も
大
き
い
カ
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
建
仁
三
年
の
西
大
寺
に
お
け
る
仁
王
会
本
尊
像
の
作
画
は
一
人
の
絵

師
の
信
仰
へ
の
帰
依
に
よ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
絵
師
莞
尊
は
巨
勢
派
伝
来
の
高
雄
憂
茶
羅
紙
形
の
図
絵
を
、
叡
尊
の
助
力

に
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
願
主
た
る
僧
侶
と
仏
像
・
仏
画
の
施
工
者
た
る
仏
師
・
絵
師
と
の
同
心
結
縁
を
物
語
っ
て
い

る
。
明
恵
の
夢
に
た
っ
た
薩
摩
公
、
お
そ
ら
く
は
俊
賀
は
、
明
恵
の
同
心
結
縁
者
と
し
て
あ
る
俊
賀
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

さ
て
以
上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
明
恵
の
周
辺
に
あ
っ
て
大
き
な
画
業
を
の
こ
し
て
い
る
二
人
の
中
世
画
家
に
つ
い
て
、
と
く
に
明

恵
の
行
実
と
の
関
係
で
み
て
き
た
が
、
そ
こ
に
明
き
ら
か
な
ち
が
い
も
あ
っ
た
。
恵
日
房
成
忍
は
、
そ
の
画
域
が
ほ
ぼ
職
業
的
絵
仏
師
の

そ
れ
に
相
当
し
た
範
囲
に
お
よ
ぶ
と
は
い
え
、
明
恵
の
多
年
の
同
法
と
称
さ
れ
る
求
法
の
学
侶
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
法
橋
俊
賀
は
、

数
名
の
絵
師
と
と
も
に
洛
中
に
画
房
を
か
ま
え
る
、
宅
間
派
の
か
く
れ
な
い
絵
師
で
あ
る
。
成
忍
が
明
恵
像
の
画
家
と
し
て
、
明
恵
へ
の
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志
向
に
よ
っ
て
画
業
を
ふ
か
め
た
と
察
せ
ら
れ
る
の
に
た
い
し
、
俊
賀
は
、
善
財
善
知
識
図
や
春
日
明
神
御
影
図
の
画
家
と
し
て
、
明
恵

の
志
向
し
た
も
の
の
表
現
者
の
位
置
に
あ
る
。
前
者
の
画
想
が
明
恵
に
む
か
う
の
に
た
い
し
、
後
者
の
画
想
は
明
恵
か
ら
く
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
生
活
と
画
想
の
そ
の
あ
き
ら
か
な
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
は
ニ
卵
性
双
生
児
の
よ
う
に
似
て
い
る
。
と
も
に
明
恵
の
な

か
に
、
画
想
の
源
泉
を
も
っ
と
い
う
点
に
。

明
恵
が
、
そ
の
若
年
の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
紀
州
湯
浅
の
苅
磨
の
島
へ
恋
文
を
書
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
所
詮

ハ
狂
ハ
シ
グ
思
ハ
ヌ
人
ハ
友
達
ニ
サ
セ
ツ
カ
シ
と
述
べ
て
い
る
こ
之
も
人
口
に
脂
支
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ら
ば
明
恵
自
ら
が
携
伽
同

心
と
称
し
た
成
忍
、
明
恵
の
夢
想
の
な
か
に
た
つ
俊
賀
は
、
と
も
に
狂
は
し
く
思
う
人
で
は
な
い
の
か
。
成
忍
は
明
恵
の
生
活
を
と
お
し

て
、
俊
賀
は
明
恵
の
も
つ
憧
憶
を
と
お
し
て
、
狂
は
し
く
思
う
人
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
生
活
と
い
い
憧
僚
と
い
う
が
、
生
活
を
志
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向
と
し
て
理
解
す
る
か
ぎ
り
で
、
畢
境
は
同
じ
で
憧
慢
の
な
か
に
生
活
は
あ
ろ
う
。
美
術
は
、
ひ
と
が
も
っ
志
向
の
一
形
式
で
あ
る
。
し

か
し
何
に
む
か
つ
て
如
何
様
に
、
狂
は
し
く
思
う
の
か
は
、
本
稿
の
は
じ
め
に
の
ベ
た
、
そ
の
画
境
の
中
で
ひ
と
が
出
会
っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
し
、
或
い
は
明
恵
の
行
実
そ
の
も
の
の
中
に
み
る
も
の
で
も
あ
る
。

絵
師
の
研
究
は
作
品
の
な
か
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
作
品
の
中
に
あ
る
も
の
の
は
、
絵
師
の
画
系
や

経
歴
の
考
証
や
、
ま
た
そ
の
画
法
の
分
析
に
お
い
て
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
制
作
に
ょ
せ
た
。
絵
師
の
願
望
や
志
向
と
い
う
内
実
に

つ
い
て
、
困
難
と
は
い
え
、

考
慮
を
は
ら
わ
ぬ
わ
け
に
い
く
ま
い
。

し
か
し
、

日
記
や
回
想
の
趣
味
を
も
た
ぬ
多
く
の
絵
師
の
場
合
に

は
、
そ
の
内
実
の
探
求
は
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
の
，
た
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
の
手
掛
り
は
、
絵
師
を
制
作
に
む
か
わ
せ
た
絵
の
発
願
者
に

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
発
願
者
と
絵
師
は
、
依
頼
と
受
託
の
関
係
に
あ
っ
て
も
、
制
作
さ
れ
た
作
品
の
な
か
に
お
い
て
は
、
同
一
の
志
向
に

み
ち
び
か
れ
た
協
力
の
関
係
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
作
品
を
み
る
と
き
、
そ
こ
に
は
発
願
者
の
志
向
を
も
ま
た
、

わ
れ
わ
れ
は
み
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
絵
師
の
内
実
に
い
た
る
た
め
に
、
発
願
者
の
行
実
は
手
掛
り
と
な
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

127 （哲127)

本
稿
は
、
そ
う
し
た
設
聞
に
み
ち
び
か
れ
た
小
さ
な
試
論
で
あ
る
が
、
明
恵
と
成
忍
、
俊
賀
の
場
合
は
、
作
品
の
き
よ
ら
か
な
明
る
き



と
明
恵
の
行
実
と
の
無
類
の
対
応
が
前
提
に
あ
る
た
め
、
志
向
の
同
－
を
み
る
こ
と
は
か
な
ら
ず
し
も
困
難
で
は
な
か
っ
た
が
、
多
か
れ

少
か
れ
、
こ
の
対
応
は
、
対
応
が
い
ま
は
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
の
場
合
に
も
働
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
、
史
料
の
言
葉
に
よ

る
答
は
か
え
っ
て
こ
な
い
と
し
て
も
、
す
ぐ
れ
て
い
る
が
故
に
今
日
ま
で
伝
存
し
て
い
る
ふ
る
き
よ
き
絵
を
制
作
し
た
、
無
名
の
絵
師
た

ち
に
つ
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
対
応
す
る
こ
だ
ま
を
み
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
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恵
日
房
成
忍
略
年
譜

建
暦
二
年
（
ゴ
二
一
）
八
月
、
高
山
寺
磁
八
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
五
一
、
五
二
を
書
写
。
ハ
奥
書
）

建
暦
三
年
ハ
一
二
一
二
〉
五
月
、
高
山
寺
蔵
『
十
地
論
義
記
』
巻
二
を
書
写
。
（
奥
書
）

建
保
四
年
（
一
二
二
ハ
）
乙
の
年
以
後
、
高
山
寺
蔵
明
恵
上
人
樹
上
坐
禅
像
（
絹
本
お
よ
び
紙
本
）
。
（
商
議
〉

貞
応
元
年
三
ニ
二
二
）
八
月
、
賀
茂
別
所
に
お
い
て
、
高
山
寺
蔵
四
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
四
、
一
四
、
二
四
、
三
四
を
書
写
。
（
奥
書
）

元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
四
月
、
平
岡
善
妙
寺
に
お
い
て
、
唐
本
十
六
羅
漢
像
お
よ
び
阿
難
尊
者
像
を
図
絵
。
（
『
高
山
寺
縁
起
』
〉

同
年
乙
の
年
以
前
、
高
山
寺
西
面
持
仏
堂
の
、
明
恵
上
人
縄
床
坐
禅
ハ
樹
上
坐
禅
）
像
、
僧
覚
真
像
、
藤
原
長
房
像
お
よ
び
毘
厳

舎
那
五
聖
長
茶
羅
、
阿
字
宮
殿
法
門
図
、
毘
沙
門
天
霊
夢
像
を
図
絵
。
（
『
高
山
寺
縁
起
』
）

嘉
禄
三
年
（
ゴ
三
七
）
嘉
禄
年
中
、
高
山
寺
礼
堂
の
自
在
天
を
図
絵
。
（
『
高
山
寺
縁
起
』
〉

寛
喜
二
年
（
一
二
三

O
〉
八
月
、
明
恵
説
戒
の
席
に
侍
す
。
（
『
梅
尾
説
戒
日
記
』
〉

寛
喜
四
年
ハ
一
二
三
二
）
正
月
、
夢
に
明
恵
を
み
る
。

Q
最
後
臨
終
行
儀
事
』
〉

同
年
明
恵
残
後
、
南
商
学
問
所
善
財
童
子
像
厨
子
の
四
扉
に
、
党
天
、
帝
尺
天
、
毘
沙
門
天
、
掌
陀
天
等
の
像
を
図
絵
。
同
所
の

明
恵
真
影
、
と
の
頃
か
。
（
『
高
山
寺
縁
起
』
〉

寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
三
月
、
東
福
寺
の
春
日
明
神
真
像
を
図
絵
。
ハ
『
施
無
周
波
寺
文
書
〉

俊

賀

略

年

譜

建
仁
元
年
三
ニ

O
一
）
十
一
月
、
明
恵
所
伝
の
唐
本
紙
形
に
よ
り
、
善
財
善
知
識
茶
長
羅
を
図
絵
。

Q
明
恵
よ
人
行
状
ハ
上
山
本
）
』
U

建
仁
三
年
三
二

O
三
）
四
月
、
保
田
庄
に
お
い
て
、
春
日
・
住
吉
両
明
神
像
を
図
絵
O

（
『
明
恵
上
人
神
現
伝
記
』
）

建
保
三
年
三
二
一
五
）
五
・
六
月
、
伏
見
宮
御
逆
修
に
、
阿
弥
陀
像
を
図
絵
。

Q
伏
見
宮
御
記
録
』
）

貞
応
三
年
三
二
二
四
）
と
の
頃
、
俊
賀
、
高
尾
の
上
覚
に
よ
り
平
岡
の
屋
敷
を
与
え
ら
る
。
ハ
『
神
護
寺
文
書
』
）
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嘉
禄
元
年
三
ニ
二
五
〉
七
月
、
高
山
寺
羅
漢
堂
に
、
唐
木
に
よ
る
十
六
羅
漢
絵
像
を
写
し
施
入
。
（
『
高
山
寺
縁
起
』
）
 

寛
喜
三
年
（
一
二

寛
喜
四
年
（
一
二
コ
三
ニ
二
一
）
高
山
寺
三
重
塔
に
、
五
秘
密
長
茶
羅
、
華
厳
善
財
善
知
識
図
、
議
十
厳
海
会
聖
衆
侵
茶
碗
鵬
お
よ
び
六
天
像
を
図
絵
。
（
『
高
山
寺

縁
起
』
）

寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
こ
の
年
以
前
、
春
日
明
神
御
影
の
皮
紙
形
伝
承
の
誤
伝
あ
り
。
（
『
施
無
畏
寺
文
書
』
）

註源
豊
宗
「
明
恵
上
人
の
画
像
と
其
の
筆
者
に
就
い
て
」
、
『
歴
史
と
地
理
』
二
七
巻
一
号
、
昭
和
六
年
一
月

森
暢
「
明
恵
上
人
の
画
像
に
つ
い
て
」
、
『
鎌
倉
時
代
の
肖
像
画
』
所
収
、
昭
和
四
六
年
－

O
月
、
み
す
ず
書
房

梅
津
次
郎
「
東
大
寺
本
善
財
童
子
絵
巻
私
考
」
、
『
大
和
文
幸
』
二
九
号
、
昭
和
三
四
年
四
月

石
岡
尚
豊
「
明
恵
上
人
を
め
ぐ
る
華
厳
変
相
図
」
『
圏
整
』
八
七
九
号
、
昭
和
四
O
年

小
林
剛
『
巧
匠
安
阿
弥
陀
仏
快
慶
』
、
昭
和
三
七
年
五
月
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

小
林
側
『
俊
乗
房
重
源
の
研
究
』
昭
和
四
六
年
六
月
、
有
隣
堂

小
林
剛
『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
昭
和
三
一
年
三
月
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

平
田
寛
「
西
大
寺
叡
尊
の
造
像
活
動
に
お
け
る
仏
画
に
つ
い
て
」
『
仏
教
芸
術
』
六
二
号
、
昭
和
四
一
年
一

O
月

ハ
5
）
高
山
寺
の
近
世
に
お
け
る
展
関
記
と
し
て
、
他
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
化
九
年
三
八
一
二
）
九
月
、
伴
信
友
の
記
録
が
あ
る
。

史
料
』
第
五
編
、
七
の
二
二
二

（6
）
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
七
の
六
九
三

（7
〉
森
暢
前
掲
論
文

（8
）
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
目
録
』
第
一
巻
の
三
七
六

（9
〉

註
8
前
掲
書
、
第
一
巻
の
一
二
一

（
叩
）
註
8
前
掲
書
、
第
一
巻
の
二
四

l
二
七

（
日
）
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
明
恵
上
人
資
料
』
第
一
巻
の
五
七
二

（
也
）
平
田
寛
、
註
4
前
掲
論
文

（

1
〉

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

『
大
日
本
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石
田
尚
愛
、
註
2
前
掲
論
文

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
明
恵
上
人
資
料
』
第
一
巻
の
－
－
一
三

上
山
本
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
（
漢
文
行
状
』
巻
中
、
元
久
元
年
の
条

’h聞晶
M

S

2

，，側、
r

層，

の
為
決
実
否
－
欲
取
孔
子
賦
－
、
本
尊
尺
迦
、
善
逝
、
普
財
五
十
五
善
知
識
、
春
日
大
明
神
御
形
像

『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
七
の
五
二
六
、
「
明
恵
上
入
所
作
目
録
」
一

『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
七
の
五
二
四
、
「
上
人
所
作
目
録
」

註
H
前
掲
書
、
第
一
巻
の
六
二
、
高
山
寺
『
明
恵
上
人
行
状
ハ
仮
名
行
状
）
』
寛
喜
二
年
の
条

註
日
比
前
掲
書
の
同
条
、
或
い
は
向
上
禽
暴
一
巻
の
五
六
八
『
最
後
臨
終
行
儀
事
』
貞
応
元
年
十
二
月
廿
八
日
の
夢
に
関
す
る
記
事
。
其
の
他

註
2
前
掲
論
文

善
財
善
知
識
図
の
図
絵
の
事
例
と
し
て
、
つ
ぎ
の
五
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

建
仁
元
年
三
二

O
乙
明
恵
所
伝
の
唐
本
紙
形
に
よ
り
、
俊
賀
、
善
財
普
知
識
漫
茶
羅
を
描
く
。
ハ
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
）

建
永
元
年
三
二

O
六
）
一
一
月
、
藤
原
道
家
に
、
明
恵
、
五
十
五
菩
知
識
－
舗
を
進
覧
。

Q
玉
奨
』
）

建
暦
三
年
三
二
一
三
〉
と
の
年
以
前
、
解
脱
房
貞
慶
に
、
明
恵
、
花
厳
善
知
識
の
ま
む
た
ら
を
描
き
送
る
。

Q
明
恵
上
人
和
歌
集
』
〉

安
貞
三
年
（
士
三
七
）
安
貞
年
中
建
立
の
高
山
寺
持
仏
堂
の
北
壁
に
、
養
財
五
十
五
知
識
を
描
く
。
令
官
向
山
寺
縁
起
』
〉

寛
喜
四
年
三
二
三
二
）
乙
の
年
上
棟
の
高
山
寺
三
重
塔
後
壁
に
、
俊
賀
、
華
厳
一
善
財
善
知
識
図
を
描
く
。
（
『
高
山
寺
縁
起
』
〉

ハm
U
）

註
U
前
掲
書
、
第
一
巻
の
一
一

O
、
上
山
本
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
（
漢
文
行
状
）
』
巻
中
、
建
仁
元
年
の
条

門
知
）
註
U
前
掲
書
、
第
一
巻
の
二
四
八
、
上
山
本
『
明
恵
上
人
神
現
伝
記
』
建
仁
三
年
の
条

門
担
〉
景
山
春
樹
「
高
山
寺
の
鎮
守
社
と
そ
の
遺
宝
」
『
神
道
美
術
』
所
収
、
昭
和
四
八
年
八
月
、
雄
山
閣

門前
ω
〉
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
、
七
の
四
四
九

（
泊
〉
奥
田
正
造
編
「
明
恵
上
人
夢
之
記
」
一
一
頁
、
『
明
恵
上
人
要
集
』
所
収
、
昭
和
八
年
九
月
、
森
江
書
店

ハ
担
〉
田
中
一
副
総
「
俊
賀
法
橋
と
真
言
八
祖
影
」
『
日
本
絵
画
史
論
集
』
所
収
、
昭
和
四
一
年
六
月
、
中
央
公
論
美
術
出
版

ハ
お
）
藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
昏
軒
』
一

O
六
精
、
「
神
殺
寺
資
料
（
四
〉
』
所
収
、
「
莱
害
状
（
貞
応
三
？
六
・
廿
八
」
の
条
。
な
お
、
と
の
条
に

か
か
わ
る
「
神
護
寺
資
料
」
は
、
編
者
に
よ
り
、
田
村
容
吾
『
神
護
寺
文
書
』
ハ
『
史
林
』
二
五

t
二
六
巻
、
昭
和
一
五

t
一
六
年
）
に
よ
る
と
、

註
記
さ
れ
て
い
る
。

ハ
刊
M
〉

門

uv
（
日
）
ハ
日
）
（臼）

（
刊
均
〉

（
叩
岨
〉
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